　

「……流支万が奈伊との接触に失敗したそうです」

　と、その電話を受け取った崇杏子が報告した。

「そうか...」

　国士武僧はその報告を適当に聞き流していた。

『あ、流支万だが、至急ターゲットとの出会いの場を取り持ってくれ』

　と、電話口の声が総本部にモニターされたが、国士武僧は特にそれを

相手にしようとも思わなかった。しかし携帯電話をかける姿がよく似合

う流支万ではある。

　国士武僧はどうするか少し迷ったが、このままダラダラと話を続ける

のも面倒なので、彼はいきなり魔法の呪文を唱えてしまうことにした。

　 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　∥　こくしむそうは まほうのじゅもん をとなえた。　∥

　∥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▽　 ピロピロピロピ～！

　∥　ナガシマは うんめいてきなであい をした。　　　∥

　∥　ナイは うんめいてきなであい をした。　▽　　　∥

　 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

―――こうして、奈伊と運命的な出会いを遂げた流支万は、奈伊の勤め

るブティックへ足を運ぶことにした。いかにして門幻菜乃との出会いを

運命的なものにするかであるが、既にそのシナリオは流支万の頭の中に

出来上がっている……。

（これより、流支万の頭の中）

……俺は奈伊との間に芽生えた愛をさらに深めるため、シックな黒のス

ーツで全体を落ち着いた雰囲気にまとめ、『仕事のついで』という名目

で、奈伊が勤めているブティックを訪れることにしてみた。

『あ、流支万さん！』

　奈伊は自分の姿を見るや、驚いたように声を上げた。ふとした偶然か

ら知り合った彼女だが、自分との間はもう既に愛が芽生えているかのよ

うにときめいている。

『ちょっとした用事でこちらに来ることがあったんでね。ついでに寄っ

てみたんだ』

　と、彼女に会いたいとはやる心をごまかすように言う俺。

『お忙しいのに、わざわざ有り難うごさいます』

　と、奈伊は営業スマイルで礼を述べた。まだまだ二人の間には距離が

あるようだが、自分に好印象を抱いているのは間違いない。あと一息で

ある。ここで俺はとっておきの小道具を取り出すことにした。

『ここにチケットがあるんだ。

　荒川渓流下り～to the Yumenoshima～ミスティック・ナイトクルーズ。

　チケットは２枚あるんだが、相手がいなくてね。君をどうかと誘いに

来たんだけど、今晩どうかな？』

　俺の言葉に奈伊の瞳がらんらんと輝きだした。荒川といえば、今やナ

ウでヤングなカップルがこぞって集まる今一番ホットでハッスルなリバ

ーサイドプレイスである。奈伊も一度行ってみたいと思っていた所に違

いない。

『えー、ホントですかぁ？　私も、一度あそこに行ってみたかったんで

すよ。そこに流支万さんと行けるなんて、夢のよう。。』

　奈伊は無邪気に喜んでいる。これはもう、今夜はとびっきりの熱いハ

ニームーンナイトといったところか。

　そのとき突然、自分の携帯電話がコールされた。

　俺はさっそうと携帯を取り出すと、不意に飛び込んできた仕事に適確

に対処した。こうしていかにも仕事のできる男であるというところを彼

女の前で披露してみせる。

『流支万さんて、仕事もできるんですね』

　奈伊はそう言ってできる自分に嘆息を漏らし、ますます熱い視線で俺

を見つめてきた。これくらいで仕事ができると思うこの女は可愛い奴だ

と思いつつも、自分は携帯をしまって代わりにチケットを取り出した。

それを見て、奈伊の目の色が変わる。

『ナイちゃん、どなた？』

　不意に奥から声がした。

　振り向くと、そこには見覚えのある女性の姿があった。俺は思わず目

を疑った。店の奥から現れたのは、かつて俺が唯一心を許した女性、門

幻菜乃だったからである。知らぬ間に彼女は、このブティックの店長に

なっていたのだ。

　営業スマイルで愛想をふりまく彼女の顔が、俺の視線と合い、次第に

驚きの表情へと変わっていった。運命的な何かが、今、自分たちの間で

弾けていた....

《がんちっ！》

　タララ～ン♪

　突然、どこからか、不意にオフロードのあの曲が流れだした。きっと

誰か黒子のカメラが恋縫の顔をアップで捉らえてしまったに違いない。

　突然、周囲であの曲が大音響で流れだし、そこにいた者たち全員が「

どうした？」「どうしたんだ？」と驚きながら周囲を見回しだした。

　流支万も、それまで自分が頭の中で描き続けていたシナリオの妄想世

界から、急に現実に引き戻され、あわてて周囲を見まわしてみた。誰か

のカメラが恋縫の顔をアップで捉えてしまったに違いないからだ。

　曲の大きさからして、奴はかなり近くにいるにちがいない。いきなり

画面がターンして、どこからかあの恋縫のキツい顔がアップで飛び込ん

できたらもう最後。すべてがあの女中心に動きだして、すべてが台無し

になってしまう。

　が、幸いにして、恋縫の姿はどこにも見当たらなかった。作戦の初期

段階には絶対に会いたくない女だけに、流支万はほっと胸をなで下ろさ

ずにはいられなかった。

　とかなんとかしているうちに、流支万はブティック『ロゼ・アルジャ

ン』に到達してした。流支万は浸り切っていた妄想世界から自分を現実

世界に引き戻すと、スーツの襟を正してそれを完全に振り払った。そし

て長島役を演じる流支万岩を意識しながら、目指す目的のロゼ・アルジャ

ンへと足を踏み入れていく。

　ロゼ・アルジャンはその日も、客で大繁盛していた。

　しかし、最初流支万が店に足を踏み入れたとき、彼は自分は入る所を

間違ったのかと、おもわず目を疑ってしまっていた。店内には新聞を握

りしめた中年男たちがたむろしており、ＢＧＭに競馬中継が流されてい

たのである。

　しかし表の看板には“rose argent”と書かれてある。やはりここは

彼の目指すブティック『ロゼ・アルジャン』である。客の合間には商品

の服を着たマネキンが立っていたが、しかしそのマネキンまでが競馬新

聞を握りしめている有り様であった。

　店のカウンターには門幻菜乃が座っていた。しかし彼女までもがタバ

コを吹かしながら競馬新聞とにらめっこしている。流支万は知らないこ

とだが、菜乃は無類の競馬好きだったのである。

　店の客たちも、そんな菜乃とにらめっこをし続けていた。店に居なら

ぶ客は、彼女の予想をきいて一儲けしようとたくらむ連中の集まりだっ

たのである。彼らは菜乃の一挙手一投足に注目して、辺りに異様な雰囲

気を醸しだしていた。

　流支万はとりあえず、奈伊の姿を探すことにした。

　奈伊は菜乃のそばにいて、電話で馬券の買い注文を取っていた。流支

万は軽く髪をかき分けながら彼女の前に立ち現れると、そっと暖かい視

線を彼女に送ってみせる。

「こんにちは。覚えてますか。あのときの長島です」

　長島役に入った流支万は、奈伊の瞳を見つめて語り、その熱い視線で

奈伊の瞳を釘付けにしていった。と思ったら、すぐそれた。彼女は馬券

の買い注文に夢中だったのである。流支万などは周りでたむろっている

競馬オヤジと同類ぐらいに思われていたのであるが、無理もない。彼の

手には知らぬ間に競馬新聞が握られていたからだ。

『あまり言えないんですが、あそこに行くと知らぬ間に競馬新聞を握ら

されている自分に気付くことになるんですよ』（事情通）

　流支万は「はっ！」と驚いて競馬新聞を投げ捨てると、近くの鏡で服

装に乱れがないかチェックする。鏡を見て、自分の顔を二枚目に作り直

した後、流支万はふたたび奈伊の前に立ち直した。テイク２である。だ

が彼の耳にはまだ赤ペンがはさまっていたりもした。

　だが彼はそれに気付くこともなく、奈伊へ暖かい視線を送り直してみ

せる。

　が、奈伊はいつまでたっても彼に気付くことがなかった。いつまでも

買い注文に夢中で、流支万のことなど眼中にもない様子である。仕方が

ないので彼はもう一度声をかけることにした。

「こんにちは。あのとき、肩が触れ合って知り合った長島です」

　話しかけられて、やっと奈伊は流支万の存在に気付いた。だがそれか

ら先の反応がない。国士武僧の呪文の掛け方が悪いのか、奈伊は思い出

したような、思い出せないような複雑な反応を見せている。

　そこで流支万はもう一度奈伊に語りかけてみることにする。

「こんにちは。あのとき肩が触れ合って、心が触れ合った長島です」

　そう言われて、奈伊の瞳がらんらんと輝きだした。

「あー！あのとき私の目の前でスーパーカブに跳ね飛ばされて裸踊りし

た長島さん？！」

　奈伊の返答は訳分からなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（つづく）

